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研究成果の概要（和文）：(1) 恋愛が12世紀の発明だと言われる場合に、それは「恋愛感情の発明」のことを意味せず
、恋愛観の文化的転換のことを意味していることを論じ論文として公開した。つまり恋愛に対して神聖視するという受
け取り方が生じたということ意味である。
(2) アミキティア(amicitia)に関する古代哲学思想を中世の人びとがどのように受け入れたか調べるために、アベラー
ルとエロイーズの往復書簡を検討し、成果を学会発表の形で公開した。
(3) ダンテ『神曲』とペトラルカ『わが秘密』を題材に、恋愛信仰とキリスト教信仰とが両立し、また同時に対立もし
ていたということを明らかにし、論文という形で公開した。

研究成果の概要（英文）：(1) When it is said that love is the invention of the 12th century, that does not 
mean that the "invention of romantic feelings", but that the cultural transformation of the attitude towar
d love. Love came to be considered to be sacred.
(2) To examine how the people of the Middle Ages accepted the ancient philosophical thought about "amiciti
a", I have examined the letters of Heloise and Abelard.
(3) Examining Petrarch "My Secret"  and Dante "Divine Comedy", I made it clear that the Christian faith an
d Love faith are  in conflict and at the same time compatible.
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1. 研究開始当初の背景
　C.S.ルイスが『愛とアレゴリー』で展開した
「恋愛は12世紀の発明である」という台詞で表現
されるアイデアがある。この初期ルイスの文学史
観は、12世紀の南フランスにトルバドゥールとい
う宮廷詩人たちが突如登場し、彼らが「至純の
愛」あるいは「宮廷風恋愛」という統一的な信条
を作り上げ、それにもとづき肉体関係を否定する
純粋に精神的な恋愛を歌った叙情詩を作り、西欧
における価値観を転倒させ、感情の革新を成し遂
げた、としばしば理解される。そのように理解さ
れたうえで、これらを否定する文学史的、文化史
的事実が指摘され、このルイスの考え方は批判さ
れてきた。
　別の面から記述すれば「恋愛の発明」と表現さ
れる事象に対して、思想史的な影響関係から、つま
り古代哲学のアミキティア(amicitia)やキリスト教

教義のカリタス(caritas)との関連から充分な検討が

なされることはなかった。

2. 研究の目的
　本研究課題は、「恋愛の発明」と表現される際
の「恋愛」は「恋愛感情」の意味ではなく「恋愛
に対する態度、受け取り方」の意味であるという
解釈を適用することによって、西欧中世に起こった
精神的変革の意味を明らかにすることを目的とし
た。つまり、恋愛は神聖なもので、人を高貴にす
るような感情であるという受け取られ方が広まっ
たのが西欧中世であるという解釈である。そこで
明らかになる精神的変革の意味は、恋愛というも
のに価値を置く現代の文化を相対化し、われわれ
の文化を正しく評価するための有益な情報になる
と思われる。

3. 研究の方法
　本研究課題の研究方法としては、まず当該文献
を収集し、解読し、そのうえで内容について解釈
を試みるという手法がとられる。すなわち...

(1) 中世に俗語（ロマンス語）で書かれた文学作品
と西欧中世に流入した古典期の文学作品の文献
資料を収集する。文献を解読し、恋愛観につい
ての描写、背景思想を検討する。

(2) 中世に影響力を持った神学書で展開されるカリ
タス論の文献資料を収集する。文献を解読し、
神学者の恋愛に対する態度を検討する。さら
に、中世文学作品を検討し、文学作品著者が有
した神学理解の深さを評価し、神学理論から文
学作品への影響を検討する。

(3) アリストテレスやキケローなど古代期の哲学書
におけるアミキティア論に関する文献資料を収
集する。文献を解読検討し、古代哲学理論から
文学作品への影響を評価する。

4. 研究成果
(1) 「恋愛の発明」と表現される際の「恋愛」を
「恋愛に対する態度、受け取り方」の意味であ
るという解釈を採用することによって、通例
「恋愛の発明」と表現される事象がどのように
説明できるかについて論じ、示すことができ
た。
　すなわち、下記の論文「恋愛感情と感情表現
と恋愛の範型　─恋愛12世紀発明説の再検討
─」において、恋愛感情の本性を言語との関わ
りで論じ、言語を用いて表現されたフィクショ
ンが恋愛感情と相互に影響を与え合う関係であ
ることを示した。そのうえで恋愛の受け取られ
方を「恋愛の範型」と名付け、「恋愛の発明」
という表現で表される事象が恋愛の範型の変更
であったことを論じた。
　さらに下記論文「悲劇を生む狂気と神聖な感
情　恋愛が「発明」される前の恋愛の形」にお
いて、古典期の諸作品において恋愛がどのよう
に描かれているか、つまり当時の人びとにどの
ように受け取られていたかを示し、「恋愛の発
明」以前の恋愛の範型が以後とは大きく異なっ
ていたことを示した。

(2) 本研究課題に取り組むに先立って研究代表者
は、カリタスが「人間の尊厳」という考え方に
影響を与えた可能性について指摘していた。恋
愛の範型とカリタスとの関連を検討する中で、
尊厳 (dignity/dignitas) という語の意味が変容

していったことを明らかにし、論文「尊厳の変
容　── 卓越、価値そして自尊へ」においてそ
の考察を公表した。



　さらに、論文「恋愛抒情詩の伝統における愛
の神聖性とキリスト教教義 ── ダンテとペト
ラルカに見る恋愛への共感と拒絶 ──」におい
て、中世末期の俗語韻文（ダンテ『神曲』）と
ラテン語散文（ペトラルカ『わが秘密』）を題
材に、恋愛信仰（神格化される恋愛とその愛神
への帰依）とキリスト教信仰（他の神への崇拝
を禁じる一神教たるキリスト教への信仰）とが
どのように両立し、また対立していたのかとい
うことについての考察を行った。結果、ダンテ
においては奇妙な仕方で両者（愛神への崇敬と
キリスト教の信仰）が共存していたのに対し
て、ペトラルカにおいては共存が崩れているこ
とを見て取り、以上の論点を論文にまとめた。
　さらに対神徳に分類されるカリタスを検討す
る中で、古代以来の枢要徳（思慮、正義、勇
気、節制）との関連で、正義に反する悪徳であ
る「嘘言」「偽装」「偽善」について現代的な
論点から考察を行うことができた。すなわち伝
統的なキリスト教神学の立場からすれば、偽善
は神に向き合う信仰生活においてこそ意味を持
つ者であり、そうでない場面で安易に持ち出す
ことは不適切であるという結論を得た。その成
果は論文「偽善における徳の偽装と自己満足 
──ネット言説とトマス・アクィナスを手がか
りにして──」にまとめ、九州医学哲学・倫理
学会『人間と医療』に投稿した（現在、審査
中）。

(3) キケロー『友愛論 De Amicitia』で展開されてい

るアミキティアについて西欧中世の思想や文学
に対する影響という観点から検討を行った。さ
らに12世紀フランスで書かれたと推定されてい

る書簡集 Ex epistolis duorum amantium について

検討を行った。それらの検討の中で、中世にお
ける古代修辞学や古代ラテン語韻文の受容につ
いて調査する必要があることが判明した。
　それゆえアベラールとエロイーズの往復書簡
を検討し、amor と amicitia という語の使用、

また古典文学的修辞の使用状況（古典ラテン韻
文の受容状況）などを分析した。また同時代の
ラテン語韻文やロマンス語韻文との韻律型が共
通することなどから、神学の素養を有するアベ

ラール・エロイーズとロマンス語韻文を書いた
作家たちとの間で共通点を見いだすことができ
た。その成果は下記の発表「エロイーズ書簡に
おける amor と amicitia」において公表した

が、しかしまだ論文として議論をまとめるまで
は至っていない。
　さらに書翰における恋愛感情の表出を適切に
評価するために、中世における古代修辞学の受

容と中世独自の修辞学である Ars dictaminis の

使用について検討した。その成果は発表「エロ
イーズ書翰に見る中世修辞学としての書翰作文
術」において公表し、また論文「エロイーズ書
翰に見る中世修辞学としての書翰作文術」とし
てまとめ中世哲学会『中世思想研究』に投稿し
た（現在、審査中）。
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